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緊急事態解除
いよいよ例会復活へ
国際ロータリー第2790地区ガバナー　諸岡　靖彦

政府は25日、新型コロナウィルスの緊急事態宣言を全国で解除しました。千葉県はこれを受けて、4段階で解除の流れを踏む方針を前倒しして、26日午前0時に休業要請を解除しました。大学や集会場解除（ホテルや旅館などの集会部分）等については密集、密閉、密接を避けるなど注意深く感染予防の対策を施し、｢新しい生活様式｣を目指すことでロータリーの例会は復活出来る見通しとなりました。

ロータリーの活動は年度末を控えて、当年度の成果の取りまとめと次年度に向けた各クラブや地区チームの体制づくりと事業計画の編成に動き、新年度への流れが一挙に進むことが期待されます。

皆様のクラブではこの間、例会や理事会はどのように動いていたでしょうか。

クラブ会長の皆様、会員とのconnectや会員間の連絡の状況はいかがでしたでしょうか。

オンラインの会議やSNSを活用した連絡システムの導入などnew normalへの踏み込みは進んでいるでしょうか。お互いの悩み事を分かち合う対話や思いやりの声かけはあったでしょうか。
　眼に見えぬコロナの蔓延と現実経済の疲弊を目にして、国の統制、指導のあり方や、個人の自由意思の問題など、二律背反の悩みのタネを突きつけられた日々は、組織や地域のリーダーたる皆様の知性や感性をさぞかし強く動揺させたことでしょう。でもそれは、今この時点のリーダーの固有の責任と思し召されるしか選択はありません。二律背反の苦行に耐えて、凌いで、生き抜いて行くしかありません。今は、リーダーの正念場と御心得ください。
　陽明学者・安岡正篤師(注)の座右の銘であります｢六中観｣をご紹介します。六中観とは　①忙中閑あり　②苦中楽あり　③死中活あり　④壷中天あり　⑤意中人あり　⑥腹中書あり　という人生の処世訓です。忙と閑、苦と楽、生と死を対立概念とせず、対照概念と観じ、苦の中に楽を呼ぶ在り方を見つける、死の苦しみの中に生き抜く妙法を探ると言う生き方です。狭苦しい壺の底からでも青い空は見えるし、空の広がりから自由な自分だけの世界を求め、尊敬に値する師友や相許す人物を見出すこと、広く学び　身を社会に捧げることは人生の喜びではないでしょうか。ロータリーに身を置くことの意義に通ずる世界ではないでしょうか！
コロナの影響は特効薬が普及するまで今後1年以上は、少なく見てもつづくと思われます。会員のロータリー活動の前提であります職業と社会経済の実情は1930年代の大恐慌時代を上回る、計り知れない厳しいレベルが予測されています。これに屈することなく、新しい時代に適応したいものです。
コロナによって与えられた「自粛の時間」は、私個人にはいくばくかの読書と、これまで忘れかけていた生きることの根本精神を思い起こす好機となりました。そして途絶えていたクラブの友人との再会がとても待ち遠しい気分をつくってくれました。そして、自分自身の中で、新しい変化を生むような良い変化（情報ツールの獲得や、地域社会の人々と手を取り合う新しい流れを創ること）の芽生えを与えてくれました。

皆様はいかがでしたでしょうか。
（注）安岡　正篤（やすおか　まさひろ）1898（明治31）－1983（昭和58）陽明学者、哲学者、思想家。儒教を中心とした東洋思想を活用して地域振興に役立つ有徳の人物養成を目指した。「万世の為に太平を開く」という終戦の詔勅を起草、昭和や平成の元号を発案したことでも知られる。戦後の政財界リーダーを啓発し、現代人を覚醒させるその人間学は多くの人々の精神的支柱となっている。　　

